
 

 

 

１ 自ら学び、個性を伸ばす生徒  〔自主〕 

２ 心身ともに健康で、思いやりのある生徒  〔健康〕 

３ 郷土を愛し、社会につくす生徒  〔奉仕〕

 

 

     

◇ 基本姿勢 ◇ 

  　 生徒一人一人は家族にとって大切な宝であり、地域の未来にとって大きな財産である。何より、生 

　 徒自身にとって大切な自己である。学校は生徒の自己実現を叶えさせる大切な修練の場であり、社会 

　 からは「質の高い教育」を求められている。我々小山中教職員は「信頼」を基盤に、生徒たちが生き 

　 生きと活動できる場を日々改善を加えながら創造し、本校ならではの知・徳・体のバランスのとれた教育 

　 活動を推進するものとする。                                                                
  

 　  １ 志高く、夢叶える小山中の実現　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挑戦  

 　  ２ 創立８０周年「名実共に小山Ｎo.１の学校として次の８０年に繋げよう」   伝承・変革  

  

　 　 　 知  「自ら学ぼうとする小中生」       徳  「思いやりがある心豊かな小中生」 

   　 ☆「分かる、できる、定着する」学びを実現する  　 　  ☆子どもが主体となって議論し、豊かな心を育む 

       学習指導 　 　 　 　 道徳教育 

　  　 ☆安心感を高める特別支援教育 　  　 ☆未来を拓き、生きる力を育む特別活動 

　  　 ○生き方を考え生きる力を育む総合的な学習 　  　 ○多文化共生・世界に羽ばたく国際教育 

　  　 ○次代を創生する情報教育 　  　 ○持続可能な社会を目指す環境教育 

　  　 ○主体的な学びを支える学校図書館教育 　  　 ○社会的・職業的自立を目指すキャリア教育 

　  　 ○育ちあう力、生きる力を育む生涯学習 　  　 ○全ての教育活動の基盤に据える人権教育 

 
　  　 ○自問清掃で、心を磨く清掃指導　 　

　 　 体 「心身ともに健やかでたくましい小中生」 

    ☆鍛錬を積み主体性や自治力を育む部活動 

    ☆安全･安心を支える健康教育  学　 年  学級  　 計   

    ○自他の命を守る安全教育  １　 年 　 ５    １４２   

    ○望ましい生活習慣を育む食に関する指導  ２　 年 　 ５    １４１   

    ○健康で安全な学校生活を守る出席統計  ３　 年 　 ５    157   

    ○安全確保の体制を確立する危機管理 特別支援 　 ４     １9   

 　 計  １9    45９   

 

 

 

 メタ認知を基にした、主体的に課題を  

　 　 　 　 　 　 　 　 解決できる生徒の育成 

～｢小山中　 学びの焦点」を柱にした、 

　 主体的・対話的で深い万媚の実現を目指して～ 

学 校 課 題

学校経営方針

学校教育目標

生 徒 数

令和８年度 　 学校概要　 　 (令和８年４月1日現在) 
 
　 　 栃木県 小山市立 小山中学校 
 
　 　 　  〒 　 ３２３－０００５　  　 栃木県小山市大字渋井７７９番地１ 
        
　 　 　 ℡ 0285-22-0168　 FAX 0285-24-6519   e-mail:oyamaj@oyama-tcg.ed.jp 
      https://www.city.oyama.tochigi.jp/school/junior-high-school/oyama/ 



 

S22. 4. 1 学制改革により小山町立小山中学校創立  19.10.26 創立６０周年記念式典 

 22. 5. 5 小山中学校開校  23. 4.26 市教委「道徳教育」拠点校(H23～24年度) 

 29. 4. 1 市制施行により小山市立小山中学校と改称  24.10.17 県教委「学校経営」表彰 

 30. 4. 1 学区変更(小山第二中学校分離)  25. 4.22 市教委「小中一貫教育」研究校（H25～27年度） 

 31.11.22 創立１０周年記念式典  29.10.21 創立７０周年記念式典 

 41.11.23 創立２０周年記念式典  31. 4. 1 コミニュティ・スクール導入 

 44. 6.20 県教委「健康優良校」表彰 R 2. 1.24 第63回JA共済全国小中学生書道コンクール学校賞受賞 

 55. 4. 1 学区変更(小山第三中学校分離) R 3. 4. 1 令和３年度「頑張る学校・地域！応援プロジェクト」研究モデル校指定 

 56. 6.30 現在地に新校舎移転竣工 R 4.12.28 校内施設ＬＥＤ化完了 

 56. 9.29 県総合体育大会｢学校対抗総合優勝｣表彰 R 6. 6.17 体育館エアコン設置 

 56.11.22 新校舎落成記念式典 R 7. 9. 5 体育館トイレ洋式化 

 62.11.21 創立４０周年記念式典 R 8. 2.21 校舎西側土手、清心館北側桜樹木伐採 

H 3. 2.28 移転１０周年記念式典 R 8. 3.10 生徒用タブレット端末交換

  4. 5.19 文科省｢学校週５日制｣研究校(H4～6年度) 

  6. 3.15 格技場「清心館」竣工 

  7.11. 4 ｢歴史館｣完成 

  9.10. 8 創立５０周年記念式典

 

 

 

 本校ならではの教育（スクール・アイデンティティー）を、本校職員が自覚することのみならず、保護者や地域の皆様に知ってい

ただくことが、何より本校の学校力を向上させると考えています。 

１　自己指導能力（周囲のことも含め、自ら考え、正しく判断する力） 

　　　　　　　　　　　　　　　の育成を核として、教育活動を展開します。 生徒指導

◇ 多様な他者との関わりの中での自己形成を重視し「自治力」のある生徒集団を育成しています。

◇ 「当たり前のことを当たり前に」を実践し、「正義が通る学校」を目指しています。 

◇ 職員、生徒全員で、守るべきルールやマナーについての共通理解に努めています。 

◇ 教育相談を充実させ、問題の早期解決を図るとともに、生活の目標や課題を捉え直す機会としています。 

◇ 徹底した自問清掃や季節の文化的行事の飾付けにより、教育環境の整備に努めています。

 

２　教科の枠を越えて、組織的に、学力・授業力の向上に取り組みます。 　 　 学習指導

◇ 職員が、生徒の学力向上について、組織的・継続的な検証改善システムを構築しています。 

◇ 家庭学習の習慣化と基礎学力の定着のために、本校独自の「復習シート」を活用しています。 

◇ 通常学級における特別支援教育を充実させ、分かりやすく安心感のある授業環境を整えています。 

◇ 学力調査や「Ｑ-Ｕ」等諸検査の客観的データを重視し、生徒理解と評価に生かしています。

 

３　生徒の主体性を生かした特別活動を中心として、よりよい集団づくりを目指します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別活動

◇ 生徒が行事の意義を理解した上で、集団決定や自己決定をしながら向上していく過程を重視して 

  　います。 

◇ リーダーを育成し、中心となり行事にとり組んだ感動を実感させるとともに、生徒の中に 

　 リーダーを讃える雰囲気を醸成しています。 

◇ 生徒が安心と自信を得て活動できるよう、教員が発達に応じた支援をしています。 

◇ 部活動では、礼儀や責任感を重視し、先輩と後輩が尊重し合える人間関係を築いています。

 

４　地域・保護者に応援してもらえる、安心・安全な学校を目指します。    　地域連携

◇ 地域、保護者のご意見を聴取した学校評価結果を重視し、組織として工夫改善に努めています。 

◇ 地域、保護者と連携して、生徒の災害安全・生活安全・交通安全を確保しています。 

◇ 自治会やＰＴＡとのつながりを大切にして、学校教育目標「自主・健康・奉仕」の達成を目指

　しています。 

学　校　の　沿　革  （主なもの）

小山中学校「ならでは」の特色ある教育


